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1　は　じ　め　に

水稲の無農薬栽培を行う場合．雑草の防除が大きな課題

となる。鈴木らは，寒冷地における再生紙を利用した雑草

防除法に関し，雑草防除効果は非常に高いものの．生育初

期が低温の場合の水稲生育量の確保についての検討の必要

性を指摘しており】），今回続報として，無化学肥料栽培を

前提とした再生紙マルチ栽培における水稲生育の年次推移

及び低温年の生育量確保について報告する。

2　試　験　方　法

試験期間：1994年から1996年

試験場所：山形県立農業試験場置賜分場

供試品種：1994，1995年ササニシキ1996年はえぬき

有機物の施用：牛ふんきゅう肥　200kg／a

使用肥料：発酵鶏ふん

区の構成：表1のとおり

表1　区の構成

移植　栽植　施肥量　　　苗　質
年次　区　　　名　　　密度　基肥　追肥　葉齢乾物重

月日　條／dH馳／′aH柚／■a）（LA）（g／】鵬）

1996　マ　ル　チ　区5／2120．4　0．3　0．2　2．5　1．8

対　　照　　区5／2120．4　0．3　0．2　2．5　1．8

充実苗マルチ区　5／2120．4　0．3　0．2　2．8　2．9

（参考）除　草　剤　区5／25　22．2　0．6　0．2　2．5　1．5

1995　マ　ル　チ　区　5／2318．5　0．3　0．2　3．0　2．2

対
マ
　
マ
除再

．

区

区

区

区

植
肥

照
摘
縞

5／2318．5　0．3　0．2　3．0　2．2

5／23　25．6　0．3　0．2　3．0　2．2

5／2318．5　0．5　0．2　3．0　2．2

5／25　22．2　0．3十0．2　0．15　2．6　1．4

1994　マ　ル　チ　区　5／2318．2　0．3　0．2　3．1　2．3

対
除考惨

区　5／2318．2　0．3　0．2　3．1　2．3
草　剤　区5／25　22．2　0．3TO．2　0．15　2．4　1．3

注．1）対照区はマルチをせず．除草機及び手取りで除草
2）1996年の充実苗マルチ区はポット苗
3）除草剤区は，別は場で慣行栽培したもの（参考値）

牛ふんきゅう肥100kg／a施用，化学肥料使用（94，
95年基肥：全層＋活着期表層）
4）追肥は除草剤区のみ出穂前20日．他は出穂前35日

マルチの方法：専用田植機（M社製）を用い，再生紙で

マルチを行いながら，紙を破って苗を移植した。

3　試験結果及び考察

（1）雑草防除効果

再生紙マルチ栽培による雑草発生状況について表2に示

した。マルチ区では移植後約50日で無除草区と比べ風乾垂

で1－11％と，残草虫は明らかに少ない。

表2　雑草発生状況　　　　　　（風乾垂g／ポ）

年次区　名／ビエコナギりルイオモデカマツバイその他合　計

マルチ区　一　　0．6　－　　0．4　0．7　0．4　2．1

無除草区17．8　24．5　41．113．154．910．1161．5
マルチ区　0．1　4．7　5．4　3．7　2．7　－　16，5

無除草区　96．014．718．8　1．811．5　7．0149．8
マルチ区　一　　0．3　0．2　0．2　0．2　0．4　1．3

無除草区　92．2　4．0　3．8　1．6　1．6　5．2108．4
注．1）移植後50～56日に調査
2）無除草区の耕種概要はマルチ区と同様

（2）水稲の生育

生育経過について表3に示した。高温年1994年（5月～

9月の平均気温の平年差＋1．8℃）のマルチ区の生育は，

初期はやや遅れたものの，最高分げっ期以降は対照区を上

回り，除草剤区と同水準となった。

1995年（同一0．3℃，特に6月－1．5℃），1996年（同一0．3

℃，特に5月一1．1℃）では．マルチ区は草丈，茎数とも対

照区を下回った。再生紙が溶解し始めた6月30日以降，徐々

に生育量が増加した。穂首分化期以降も茎数が増加し，成

熟期の穂数は対照区並となった。有機質肥料を施用したマ

ルチ区，対照区ともに穂数はポ当たり270から340本と少な

く，特にマルチ区では有効茎の確保時期が非常に遅いため，

安定性に欠けるといえる。

収量構成要素を表4に示した。出穂期は1994年は対照区

より3日の遅れであったが，1995年，1996年はそれぞれ5

日，6日と大きな遅れとなった。

マルチ区では．穂数，1穂もみ数は対照区並かそれ以上

に確保されるため，ポ当たりもみ数は対照区を上回った。
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裏3　生育経過

6月20日　　　　　　6月30日　　　　　　7月10日 7月20日　　　　成熟期
区　　名　草丈　茎数　垂色　草丈　茎数　葉色　草丈　茎数　葉色　草丈　茎数　葉色　梓長

（cm）（本／ポ）SPAD（cm）（本／FT）SPAD（cm）（本／d）SPAD（cm）（本／d）SPAD（cm）（本／d）

1996　マルチ区　28．2　106　31．1　31．7　124　36．3　36．2　182　38．2　45．8　306　42．5　64．4　298

対照区　26．4　251　36．2　33．4　267　37．5　40．4　296　33．1　54．2　304　34．6　60．7　275
（参考）除草剤区　28．1　288　　－　　33．7　343　　－　　44．4　530　　－　　48．3　515　　－　　67．2　441
1995　マルチ区　24．1113　36．5　30．1135　35．2　40．0　261　－　　48．9　318　37．0　70．1　342

対照区　28．8　178　35．8　31．4　242　35．1　46．1　335　　－　　53．5　372　38．5　66．7　313
（参考）除草剤区　27．0　373　39．1　32．8　623　39．1　44．6　681　36．3　58．3　530　34．6　75．8　473
1994　マルチ区　37．4　266　37．4　36．0　468　44．1　57．3　612　43．2　63．7　590　36．6　79．7　466

対照区　26．8　380　37．0　36．0　536　40．1　55．3　574　41．4　67．7　510　39．4　76．9　414
（参考）除草剤区　28．6　358　36．3　38．1　634　38．9　52．2　642　39．9　65．0　536　35．0　79，2　481

表4　収星構成要素

出穂　　もみ数　　豊熟　千粒　精玄
年次　区　　名　期　／憎　／ポ　歩合　垂　　米垂

（月日）（拉）（千位）（％）（g）（kg／a）

1996　マルチ区　8／19　77．8　23．2　86．122．0　44．6

対照区　8／13　70．719．5　94．8　23．142．6
（参考）除草剤区　8／12　62．7　27．7　87．7　23．6　57，2
1995　マルチ区　8／22　87．129．8　69．4　21．143．6

対照区　8／17　85．3　26．7　81．5　20．4　44．4
（参考）除学制区　8／15　78．4　38．8　77．120．9　62．6
1994　マルチ区　8／08　80．5　37．5　74．8　20．5　58．5

対照区　8／05　81．0　33．5　75．4　20．2　51．0
（参考）除草剤区　8／06　82．139．5　67．9　21．156．6

往．＊：1．8mm以上（1994，96年の除草剤区：1．9mm以上）

しかし，出穂期の遅れが大きい場合，登熟歩合は低くなっ

ている。a当たり玄米垂はポ当たりもみ数よりも，豊熟歩

合の低下，すなわち出穂期の遅れに左右されるといえる。

表5に1995，96年の地下5cmの地温を示した。最高，最

低地温とも対照区よりも低く推移したことがわかる。再生

紙マルチ栽培では．初期の茎数不足や出穂期の遅れが常に

見られるが，このような地温低下の影響が主な要因と考え

られる。なお，時間の経過と共に温度差が小さくなってい

くのは，再生紙が徐々に溶けたためと推察される。

（3）対応技術の水稲生育への効果

初期の生育員及び収量の向上を目的とした対応技術の効

果について表6に示した。

45日間育苗したポット苗を使印した充実苗マルチ医では，

初期からの生育虫が多くなり，棟数もより多く確保できる。

また，1穂当たりもみ数も多くなった。出穂期の遅れも小

さく，a当たり玄米垂はマルチ区対比116％であった。

また∴密植区では，穂数が多くなり，ポ当たりもみ数が

より多く確保され，約2割の収遺増となった。

基肥を窒素成分で0．2kg／a増員した多肥区では，再生

紙が溶解するまではマルチ区との生育の差はほとんど見ら

れない。しかし，ポ当たりもみ数の増加により，a当たり

玄米垂は5％増となった。

衰5　地温の推移（地下5cm）　　　　　　　（Oc）

6月上旬　　6月中旬　　6月下旬
最高　最低　点高　良低　最高　東低

1996年　マルチ区　22．116．3　22．218．5　22．319．1

対 区　23
温度差　－1．4　－0．1－1．1－0．5　－0．2　－0．2

1995年　温度差　－1．5　－1．0　－0．8　－0．4　－0．5　－0．3
注．測定期間：95年は6／1－6／30．96年は5／31～
6／25

表6　対応技術の効果

茎数　棟数出穂　もみ数　豊熟　精玄
年次区　名（本／ポ）　　期　／憎／ポ歩合・米垂

6／207／10（本／d）（月別（拉）（稚）（％）（k／a）
1996マルチ区106182　298　8／1977．8　23．2　86．144．6

充実蔚マルチ区124　273　326　8／1687．5　28．683．2　51．8

1995マ　ルチ区113　261342　8／2287．129．8　69．4　43．6

7ル絹睦区175　384　378　8／2086．7　32．877．0　52．6

マルチ多肥区135　350　356　8／2285．9　30．6　72．145，9

軋　＊：1．8mtn以上

4　ま　と　め

再生紙マルチ栽培では，天候が不順な場合，初期の生魚

特に茎数が確保しにくく，また，出穂期も遅れるため登熱

歩合が卜がり，低収となり易い。

安定的に初期生育を確保し，収†去をより向上させるため

の対応技術として，①充実した苗の使用，②密楢，③多肥

栽培があげられる。しかし，密椿や多肥栽培の場合．病害

虫が発生し易い生育条件を引き起こすことが考えられるた

め，さらに検討が必要である。
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